
〇

む
す
び

〇

樋
口
家
石
膏
型
に
つ
い
て

0

土
型
の
歴
史
に
つ
い
て

〇

樋
口
家
土
型
の
伝
来
経
路

へし

ね

〇

捻
り
細
工
人
に
つ
い
て

〇

樋
口
家
土
型
の
種
類
・

形
状
と
利
用
法

〇

樋
口
家
土
型
の
原
料

〇

樋
口
家
士
型
の
紀

年
銘
お
よ
び
墨
書

〇

樋
口
家
土
型
の
調
査

0

は
じ
め
に

目

次

四、

昭
和
五
0
年
―
一

月
一

日
1
一

六
日
、

国
庫
補
助
事
業
第
一

次
調
査
。

窯

な
り
、

胴
木
間
及
び
第

一

四

一

五
室
の
規
模
、

構
造
等
の
確
認
が

行
わ
れ
た
。

口、

昭
和
四
七
年
一

0
月
―
一

日
1
一

六
日
、

伊
万
里

市
教
育
委
員
会
が
主
体

と
な
り
、

窯
跡
の
登
り
の
う
ち
、

藩
窯
製
品
の
焼
成
に
あ
た
っ

た
と
い
う
第

口、

昭
和
五
0
年
三
月
二
四
日
1
三
一

日
、

伊
万
里

市
教
育
委
員
会
が
主
体
と

さ
れ
た
。

二
室
の
発
掘
が

行
わ
れ
た
。

藩
窯
製
品
の
物
原
の
発
掘
が
主
眼
で
、

数
多
く
の
「
鍋
島
」

曰、

昭
和
二
七
年
六
月
二
三
日
1-
―
六
日
、

鍋
島
藩
窯
調
査
委
員
会
に
よ
る
。

し
て
六
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

j
の
大
川
内
山
鍋
島
藩
窯
跡
な
ら
び
に
そ
の
関
連
遺
跡
は

厳
し
い
統
制
の
も
と
に
す
ぐ
れ
た
製
品
を
生
み
出
し
た
。

大
川
内
山
鍋
島
藩
窯
は
、

江
戸
時
代
に
佐
賀
藩
鍋
島
家
の
御
道
具
山
と
し
て
、

0

は
じ
め
に

伊
万
里
市
大
川
内
山
民
窯
樋
口
家
土
型
に
つ
い
て

吉
Jr
 

永

陽

の
破
片
が
採
集

こ
れ
ま
で
通
算

43 



昭
和
五
二
年
度
の
調
査
を
も
っ

て
、

口
に
つ
い
て
は
、
『
鍋
島
藩
窯
と
そ
の
周
辺』

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会
編
、

九
七
五
年
。

口、

四
に
つ
い
て
は
『
大
川
内
山
鍋
島
藩
窯
跡
発
掘
調
査
概
報
〈
第
三
次
調

査〉
』
伊
万
里
市
教
育
委
員
会、

国
に
つ
い
て
は
『
大
川
内
山
鍋
島
藩
窯
跡
発
掘
調
査
概
報
〈
第
四
次
調
査〉
』

伊
万
里
市
教
育
委
員
会、

因
に
つ
い
て
は
『
大
川
内
山
鍋
島
藩
窯
跡
発
掘
調
査
概
報』

鍋
島
藩
窯
研
究

年
。
口
に
つ
い
て
は
『
鍋
島
藩
窯
の
研
究
』
鍋
島
藩
窯
調
査
委
員
会
編

れ
た
。

れ
た
。

因、

昭
和
五
二
年
七
月

一

九
七
六
年
。

一

九
五
四

跡
の
全
長
、

窯
跡
上
方
の
各
窯
室
の
確
認
。

窯
跡
東
側
に
堆
積
す
る
民
窯
製

品
の
物
原
の
調
査
。

ま
た
、

こ
の
年
度
か
ら
発
掘
調
査
に
加
え
て
、

民
俗
、

国、

昭
和
五
一

年
七
月
二
六
日
1
八
月
九
日、

国
庫
補
助
事
業
第
二
次
調
査
。

窯
跡
本
体
（
第
一
―
.
―

ニ
・
一

六
ー
一

八
室）、

窯
跡
西
側
平
坦
部、

藩
窯

一

日
1
三
0
日、

国
庫
補
助
事
業
第
三
次
調
査
。

窯

跡
本
体
（
第
六
ー
八
室
）、
藩
窯
製
品
の
物
原
及
び
そ
の
周
辺
の
調
査
が

行
わ

製
品
の

物
原
調
査
が
行
わ
れ
た
。

と
り
あ
え
ず
藩
窯
跡
の
調
査
は
終
結
さ

一

九
七
七
年
。

文
献
等
の
資
料
調
査
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

（
水
滴
か
ご
成
形
用
土
型
（
径
九
・

六
セ
ン
チ
、

高
八
·

O
セ
ン

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
「
大
殿
様

御
用

水
入
」

一

九
七
八
年
。

本
稿
は
、

四
お
よ
び
国
に
お
い
て
調
査
さ
れ
た
、

樋
口
長
七
氏
宅
に
お
さ
め

ら
れ
て
い
た
「
士
型
」

に
つ
い
て
の
追
加
報
告
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
「
型
資
料」

は
伊
万
里
市
教
育
委
員
会
の
所
蔵
品
と
な
り、

〇

樋
口
家
土
型
の
調
査

長
七
氏
宅
（
佐
賀
県
伊
万
里
市
大
川
内
町
乙
一

八
二
三
）

な
わ
れ
た
。
（
実
測
図
参
照
）

同
家
の
作
業
場
の
絵
付
室
の
天
井
裏
（
中
二
階
の

よ
う
に
な
っ

て
い
る
）

と
思
わ
れ
る
多
種
多
様
の
土
型
を
は
じ
め
、

木
型
、

石
脅
型
が
保
存
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り、

掘
調
査
概
報
〈
第
三
次
調
査〉
』
伊
万
里
市
教
育
委
員
会、

頁
ー
ニ
五
頁
、

菊
花
型
水
入

昭
和
五
0
年
(
-

九
七
五

化
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
よ
っ

て
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

里
市
郷
上
研
究
会

会

一

九
七
七
年
の
四
三
頁
1
四
四
頁
参
照

一

九
八
四
年
。

査〉
』
伊
万
里
市
教
育
委
員
会、

と
銘
が
刻
ま
れ
た

一

九
七
六
年
の
二
四

現
在
、

佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文

一

月
一

三
日、

樋
口
製
陶
有
限
会
社
・

樋
口

の
家
屋
調
査
が
お
こ

に
、

江
戸
末
期
ご
ろ
か
ら
明
治
ご
ろ
ま
で
使
用
さ
れ
た

そ
の
一

部
が
調
査
さ
れ
た
。
（『
大
川
内
山
鍋
島
藩
窯
跡
発

お
よ
び
『
大
川
内
山
鍋
島
藩
窯
跡
発
掘
調
査
概
報
〈
第
四
次
調

「
二
四
弁

ま
た
、

ロ
ー

因
に
つ
い
て
『
鍋
島
藩
窯
と
そ
の
周
辺
、

増
補
改
訂
版』

伊
万
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ヽ

゜

(
H
|
7

)
 

二
個
と
な
る
。）

「
茄
（
嘉
）

永
三
年

で
き
た
の
は
以
下
一

0
点
で
あ
る
。

一

個
一

個
に
通
し
番
号
が
記
さ
れ
た

。

そ
の
結
果 、

ほ
こ
り
が
払
わ
れ

、

水
洗
い
さ
れ
た

。

五 四

饂
446

)

の
一

部
。

「

A

「

八
」

は
福
岡
六
助
の
窯
印
で
あ
る
。

（
写
真

「
福
岡
六
助
は

（
な
お

、

399 
ヽ

479 

482 
樋
口
家
土
型
の
紀
年
銘

形
す
る
た
め
の
も
の
か
）

（
器
の
脚
部
を
成

d

3
 

(

N

6
 

（
『

肥
前
陶
磁
史
考』

四
0
五
頁
参
照

永
良
」

は
「

本
手
伝
い
窯
焼
」

の
ひ
と
り
で
あ
る
「

永
瀬
良
七
」

ろ
さ
れ
て 、

の
こ

「
永
良

巳
旧
七
月
吉
日」

（
写
真
五
・

六
）

昭
和

一

年 、

四
0
五
頁
参
照

（
中
島
浩
氣
『

肥
前
陶
磁
史
考』

肥
前
陶
磁
史
刊
行
会

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

。

焼
」

の
一

0
人
の
う
ち
の
ひ
と
り
で
あ
る
「

富
永
文
右
エ
門
」

焼
成
に
た
ず
さ
わ
っ
た
「

御
手
伝
い
窯
焼
」

0

)
 

戌
十
一

月
冨
文
」

の
紀
年
銘
が
刻
ま
れ
た

チ
、

内
径
七
・

六
セ
ン
チ
）（
写
真

や 、
「

茄
（
嘉
）

永
三
年
(
-

八
五

「
四
角
隅
切
鉢
」

成
形
用
土

型
（
径
一

九
•

四
セ
ン
チ

、

高
四
·

O
セ
ン
チ

、

総
高
七
·

O
セ
ン
チ
）

も
含

昭
和
五
一

年
(
-

九
七
六
）

七
月―
一
六
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で

、

再
び
同
家

の
型
の
調
査
が
行
わ
れ
た

。

天
井
裏
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
型
の
す
べ

て
が
お

（
写
真
A
.

B
)

そ
し
て
土
型
と
石
膏
型
に
区
分
さ
れ

、

各
々
の
総
数
を
確
認
す
る
た
め
に

、

土
型
に
は
畑
ー
1

池
474

、

石
膏
型
に
は
嵐
ー
ー

嵐
血
と
記
さ
れ
て 、

前
年
度
調
査
分
H
I
1
1
H
_

12
(

土
型
―
一

個 、

石
膏
型
一

個
）

を
あ
わ
せ
て 、

土
型
が
一

七
八
五
個 、

石
背
型

が
一

四
四
四
個 、

総
数
三
ニ
ニ
九
個
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

。

土
型
と
し
て
番
号
を
記
さ
れ
た
も
の
の
う
ち 、

No. 

250 
ヽ

252 
ヽ

354 
ヽ

356 
ヽ

484
、

261
の
9
個
に
つ
い
て
は
石
膏
型
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が

、

後
に
認
め
ら
れ
た

。

し
た
が
っ
て 、

上
型
が
一

七
七
六
個 、

石
膏
型
が
一

四
五

樋
口
家
土
型
一

七
七
六
個
の
う
ち 、

紀
年
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

戌
十
一

月
冨
文
」
（
写
真
三
•

四
）

一

八
五
0
年 、

径
一

九
•

四
セ
ン
チ

、

高
四
·

O
セ
ン
チ

、

総
高
（
台

ま
で
）

七
·

O
セ
ン
チ

、
「

四
角
隅
切
鉢」

で
あ
ろ
う
。

と
で
あ
ろ
う
。

筒
茶
碗」

明
治
十
四
年

「
明
治
廿
二

「
明
治
廿
二

用
。

二
月
改」

二
月
改」

明
治
廿
三
年」 i

用
。の

う
ち 、

（

ぼ

め

）

Z
7'

 
j

 

一

八
八
一

年 、

径
二
三
・

三
セ
ン
チ
X
一

九
•

五
セ
ン
チ

、

高
三
．

o

セ
ン
チ

、

総
高
（
台
ま
で
）

七
·

O
セ
ン
チ

、
「

長
八
角
平
皿
」

用
。

（
写
真
七
・

八
）

高
八
·

O
セ
ン
チ

、

巾
七
・

七
セ
ン
チ

、

用
途
不
明

（
写
真
九
・

I
 

0

)
 一

八
八
九
年 、

·
―

二
）

一

八
八
九
年 、

（

巡

閲

）

縦
八
・

五
セ
ン
チ

、

横
九
·

O
セ
ン
チ

、

置
物
「

鍾
旭」

人
形
の
帽
子

一

八
九
0
年 、

径
―
―
・

七
セ
ン
チ

、

高
一

三
・

五
セ
ン
チ

、
「

花
樹
文（
仏
手
柑
文）

「
富
文」

—―l 

の
こ
と

「
本
手
伝
い
窯

は 、

藩
窯
の
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1

0
九 八 七

＇ 
/\ 

ン
チ

巾
六
・

八
セ
ン
チ
、

注
器
の
「
雲
形
把
手」

用
。

「
七
」

「
＼

、

｝
」

（
樋
口
長
七
）
、

「
九」

「
+
-
」

「
十
五
」

な
ど
が
見
ら
れ
た
。

ゴ

L-

「
二
」

「
三」

「
四」

「
五
」

「
六
」

No. 

1553 

「
明
治
年
製」

（
写
真
ニ
―

高
一

四
•

五
セ

川
内

灸
三
」

「
や」
、

「
今
」
、

「
伶
」

「
イ」

「
ヨ
」

函
障

巾
五
·

五
セ
ン
チ
、

注
器
の
「
雲
形
把
手」

用
。

そ
の
ほ
か
に
は

「
柴
市」

「
中

柴
良」
、

「

m
」

「
三
三
初

九
0
0
年、

高
二
五
•

五
セ
ン
チ
、

巾
一

八
•

五
セ
ン
チ
、

置
物
「
岩

「
明
治
年
製」

参
照。）

，ー、

No. 

681 

の
背
面
用
。

年
ヵ

製
ヵ

「
明
治
□
□」

壼
年
目」

（
写
真
一

七
・
一

八
）

高
一

四
・

巾
七
•

五
セ
ン
チ
、

注
器
の
「
雲
形
把
手
」

用
。

一

セ
ン
チ
、

（
写
真
一

九
・

ニ
0
)

高
一
―
•

五
セ
ン
チ、

上
人
物
像」

の
う
ち、

L—

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
（『
肥
前
陶
磁
史
考』

人
共
に
一

代
足
軽
被
召
成
」

四
0
五
頁
参
照
）

ま
た
、

副
田
系
譜
の
中
に
「
安
永
五
年
車
細
工
池
田
林
左
エ
門
捻
細
工
柴
田
善
五
郎
両

と
あ
る
と
い
う
。
（『
肥
前
陶
磁
史
考』

「
助
手
伝
い
窯
焼」

の
六
人
の
う
ち
の
ひ
と
り
で
あ
る
「
池
田
林
左

No. 

966 

川
佐
製

（
写
真
一

五

一

六
）

「
池
林
作」
、

「
福
六
分

池
林
作」

と
あ
る
の
は

「
御
手
伝
い
窯
焼」

-
」

な
る
人
物
と
思
わ
れ
る
が
未
詳
で
あ
る
。

）
れ
ら
は
川
内
野
佐
一

の
製
作
と
思
わ
れ
る
。

用
。

省
に
陶
器
献
上
、

同
一

0
年
精
巧
社
設
立
に
協
力、

鍋
島
焼
の
再
興
に

尽
し
た
。

遺
作
品
は
後
継
の
樋
長
陶
苑
に
保
存、

大
川
内
山
鍋
島
藩
窯
跡
発
掘
調
査
概
報
〈
第
三
次
調
査〉
』
一

九
七
六
年、

三
十
一

年」

0

28
)

(

z

2
 
ー径

五
・

三
セ
ン
チ
x

三
・

五
セ
ン
チ
、

「
＂
左
ー
イ」

明
治
二
六
年
五
月
一

（
写
真
一

三
・
一

四
）

貼
付
装
飾
文
「
山
水
図」

は
巡
767
の
花
入
用
土
型
の
裏
に
み
ら
れ
る
「
川
内
野
佐

「
川
サ」

「
カ
ワ
サ」

「
川
内
野」

「
川
内
野
佐
分」

年

「
川
佐
製

四
四
頁
参
照

0
日
、

五
三
歳
で
卒
去
し
た
。
」

一

八
九
八

（
田
中
時
次
郎
「
陶
エ
と
窯
焼
」

―
`

福
録
亭
と
号
し
、

代
表
的
窯
焼
と
し
て
知
ら
れ
、

明
治
九
年
四
月
宮
内

L-

「
川」

「

11
左
）
｛
」

「
川
佐
分」

「
サ」

の
時
代
に
も
作
ら
れ
、

用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

土
型
一

七
七
六
個
の
う
ち、

な
ん
ら
か
の
銘
あ
る
い
は
墨
書
が
記
さ
れ
て
あ

る
も
の
は
九
―
一

個
あ
る
。

そ
の
う
ち
「
△
」

々
代
。

明
治
二
六
年
五
月
一

0
日
没、

れ
て
い
た
も
の
で
あ
り、

〇

樋
口
家
土
型
に
記
さ
れ
た
銘
お
よ
び
屋
書

「
八ー」
、

「
⑤」 「

大

「
川
内
野
佐

「
川
佐
記」
、
「
川
佐
製」

が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
も
っ

と
も
多
く
六
七
六
個
に
お
よ
ぶ
。

こ
の
一

群
は
福
岡
六
助
（
樋
口
長
七
氏
の
先

五
三
オ
）

の
窯
で
製
作
さ
れ
、

用
い
ら

ま
た
そ
の
後、

福
岡
六
助
の
後
継
者
（
樋
口
長
三
）

四
0
六
頁
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「
吉
田
疫
神
さ
ん
の
土
取
場」

「
ク
サ
カ
リ
人
形」

な
ど
で
あ
る
。

「
犬」

「
鳥」

土
型
の
背
面
に
は
墨
書
で
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
が
、

こ
の
墨
書
は、

「
林
和
靖」

「
カ
ン
シ
ン
そ
で」

（
ゆ
ず
の
葉）
、

（
韓
信、

漢
の
高
祖
の
臣。

韓
信
の
股
く
ぐ
り
で
有
名）、

（
将
棋
の
駒）
、

〇
樋
口
家
土
型
の
原
料

「
ウ
さ
キ」

中
ま
で、

大
川
内
山
の
陶
器
用
の
素
地
材
料
に、

「
シ
ョ
ギ
大
人」

お
も
に

（
鍾
旭）
、

「
大
仙
人
手」、

「
チ
ョ
ヒ
形」

「
大
仙
人」、

（
将
棋
の
駒）、

土
型
の
原
料
に
用
い
ら
れ
た
枯
土
は、

伊
万
里
市
大
川
内
町
吉
田
産
出
の
土、

お
よ
び
大
川
内
山
六
本
柳
に
産
す
る
辻
陶
石
を
用
い
た
と
い
わ
れ
る
。

県
道
平
尾
か
ら
約
七
百
メ
ー
ト
ル
、

吉
田
部
落
の
民
家
ほ
ぼ
中
程
か
ら
西
北

約
一

三
0
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に、

今
は
空
地
と
な
っ
て
赤
茶
色
の
粘
土
質
の
土

肌
与
露
呈
し
た
広
場
が
あ
る
。

こ
こ
の
土
は
古
く
藩
窯
時
代
か
ら
近
く
は
戦
時

ま
た、

道
具
物
製
作
用
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
で
は
天
草
方
面
か
ら、

素
地
材
料

古
賀

円
形
・

隅
入
四
角
形
・

隅
切
四
角
形
・

梅
花
形
・

六
角
形
・

六
輪
花
形
・

八

角
形
・

八
輪
花
形
・

十
六
弁
菊
花
形
・
ニ
四
弁
菊
花
形
・

三
二
弁
菊
花
形
・

編
籠
形
な
ど
。

こ
れ
ら
の
A
|
-

「
正
形
器
用
雄
型」

ロ
ク
ロ
成
形
に
よ
っ
て
型
に
応
じ
た
お
お
よ
そ
の
形
状
を
成
形
す
る
。

そ
し
て

そ
の
成
品
が
生
乾
き
の
時、
成
品
に
微
粉
（
型
と
成
品
の
は
な
れ
を
よ
く
す
る
）

を
ふ
っ
た
の
ち、

成
品
を
型
に
す
っ
ぽ
り
と
か
ぶ
せ
る
。

底
を
棒
で
打
ち、

側

面
を
手
で
押
さ
え、

圧
着
さ
せ
て
形
を
整
え
る
。

八
角
鉢
の
稜
に
は
添
え
土
を

し
て
補
強
す
る
こ
と
が
あ
る
。

型
か
ら
は
み
で
た
余
分
の
土
は「
切
り
取
り
弓」

で
切
り
落
と
す
。

底
に
は、

高
台
と
な
る
円
形
の
粘
士
板
を
新
た
に
の
せ
て、

板
で
よ
く
た
た
き
し
め
る
。

そ
の
後、

成
品
を
型
か
ら
と
り
は
ず
し、

高
台
部

稔
康
氏
教
示
に
よ
る

に
よ
っ
て
成
形
す
る
場
合
は、
ま
ず

「
ウ
シ
」

「
カ
ラ
人
形」

「
ほ
て
ゐ」

（
兎
）

「
王」

A
I
 

「
正
形
器
用
雄
型」

（
写
真
二
三
ー
ニ
六
）

（
張
飛

三
国
志
の
英
雄

「
弁
財
天」

る
も
の
で、

製
品
の
外
面
を
成
形
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

「
ゑ
べ
す」

「
金」

「
ダ
ル
マ
火
鉢」

士
型
の
分
類
は、

大
別
し
て
「
雄
型」
と
「
雌
型」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

雄
型
は
土
型
の
表
面
が
凸
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
で、

製
品
の
内
面
を
成
形
す

る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
雌
型
は
土
型
の
表
面
が
凹
状
に
な
っ
て
い

「
天
仙
人」

「
ゆ
す」

「
ビ
キ」

（
蛙）
、

国
志
の
英
雄

「
象
形」

「
大
こ
く」

〇
樋
口
家
土
型
の
種
類
・

形
状
と
利
用
法

（
北
宋
の
詩
人、

梅
を
愛
し
て
有
名）

-
-l 

関
羽」

査〉』
一

九
七
六
年、

五
0
頁）

土
型
の
用
途
を
示
し
て
い
る
。

を
求
め
て
い
る
が
、

往
時
は
貰
重
な
土
取
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
し
た
も

の
で
あ
る
。」
（
森
清
次
『
大
川
内
山
鍋
島
藩
窯
跡
発
掘
調
査
概
報
〈
第
三
次
調
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の
方
法
は

、

石
膏
の
吸
水
性
を
利
用
し
て

、

そ
の
中
へ

原
料
の
泥
漿
を
流
し
込

B

|
 

「
置
物
用
雌
型
」

に
よ
っ

て
成
形
す
る
場
合
は

、

左
右
に

A

I
二
「

変
形
器
用
雄
型
」

楕
円
形
・

四
角
形
・

隅
入
長
方
形
・

長
八
角
形
・

菊
花
形
・

輪
花
形
・

葉
形

こ
れ
ら
の
A

I
二
「

変
形
器
用
雄
型
」

の
厚
さ
の
粘
土
板
を
用
意
す
る
。

そ
れ
を
型
に
か
ぶ
せ
て

、

手
で
押
さ
え

、

圧

着
し
て
形
を
整
え
る
。

型
か
ら
は
み
出
た
余
分
の
粘
土
は
「

切
り
取
り
弓」

切
り
落
と
す

。

高
台
の
成
形
に
つ
い
て
は

、

高
台
が
円
形
の
場
合
は

、

前
記
と

同
様
に
行
う
が

、

高
台
が
器
形
と
同
様
に
変
形
の
場
合
に
は

、

付
け
高
台
に
よ

る
。

そ
れ
は 、

底
に
高
台
用
の
板
型
を
の
せ
て

、

「
置
物
用
雌
型
」

蝉
．

鯛
•

富
士
山
・

岩
な
ど
。

こ
れ
ら
の
B

_
-

二
分
さ
れ
た
型
の
内
側
に

、

粘
土
板 、

分
を
削
り
出
し
て
仕
上
げ
る
。

で

そ
の
ま
わ
り
に
沿
っ

て 、

薄

い
帯
状
の
粘
士
を
貼
り
付
け
た
の
ち
、

高
台
用
の
板
型
を
ぬ
い
て
は
ず
す

。

（
写
真
三
一

1
三
四
）

関
羽
・

張
飛
・

韓
信
・

達
磨
・

鍾
埴
・

観
音
・

仙
人
・

大
黒
・

布
袋
・

弁
財

天
・

恵
比
須
・

唐
人
物
・

草
刈
人
形
・

唐
獅
子
・

象
・

犬
・

猿
・

鳥
・

蛙
・

あ
る
い
は
粘
土
紐
を
圧
着
さ
せ

、

型
を

合
わ
せ
て
成
形
す
る
。

今
日 、

こ
の
型
は
石
膏
の
鋳
込
型
に
変
っ

て
い
る
。

こ

ん
で
成
形
す
る
。

土
型
は
素
焼
き
し
て
は
い
る
が

、

吸
水
性
に
乏
し
い
の
で、

に
よ
っ

て
成
形
す
る
場
合
は

蓮
葉
形
・

編
籠
形
・

扇
形
・

飽
形
・

舟
形
・

将
棋
の
駒
形
な
ど
。

（
写
真
二
七
ー

三
0
)

一

定

「
雌
型
」

な
お

前
述
の
工
程
に
よ
る
。

置
物
用
は

、

顔
、

り
さ
れ

、

で
き
あ
が
っ

た
成
品
の
内
面
を
み
れ
ば

、

同
ヽ

六兜
ヽ

ロ
n

nu“

B

I
二
「

器
用
雌
型
」

手
先 、

足
、

足
先
な
ど
別
個
の
型
で
部
分
づ
く

あ
と
で
接
合
さ
れ
る
。

（
写
真
三
五
1

四
二
）

こ
れ
ら
の
B

I
二
「

器
用
雌
型
」

に
よ
る
成
形
は
型
の
内
側
に

、

粘
土
板
あ

る
い
は
粘
土
塊
を
圧
着
さ
せ
て
成
形
す
る
。

に
複
雑
な
装
飾
文
様
（
人
物
文

、

（
成
品
は
「

雄
型
」

と

土
型
に
よ
る

皿
・

鉢
．

瓶
用
の
型
に
は

、

胴
面

山
水
文

、

花
舟
文

、

唐
草
文

、

詩
句
文

、

策

刻
印
文
な
ど）

を
彫
刻
し
た
も
の
が
あ
り
、

煎
荼
用
の
茶
器
の
な
か
に
は 、

高

台
裏
に
渦
巻
文
様
や
銘
が
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

ま
た
高
台
部
分
も
彫
り
込

ん
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
成
品
の
外
面
は

、

型
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
が

、

成

品
の
内
面
は

、

削
り
工
程
に
よ
っ

て
そ
の
表
面
を
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合 、

A

|
-

こ
一
の
「

雄
型
」

の
間
に
は
さ
ま
れ
て
成
形
さ
れ
る）

工
程
の
簡
略
化
が
考
え
ら
れ
る
が

、

と
併
用

す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、

仕
上
げ

現
在
の
と
こ
ろ

、

樋
口
家
土
型
の
中
に
こ

の
雌
雄
一

対
に
な
っ

た
も
の
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

現
代
の
中
国
の
定
窯
に
お
い
て
は

、

内
外
面
と
も
に
縞
文
様
の
あ
る
輪
花
形

形
・

瓢
臨
形
・

舟
形
・

蓮
葉
形
・

編
籠
形
・

飽
形
な
ど
。

円
形
・

円
筒
形
・

楕
円
形
•

四
角
形
・

六
角
形
・

八
角
形
・

輪
花
形
・

菊
花

区
別
で
き
る
。

も
の
か
（
表
面
に
凹
凸
が
あ
る
） 、
石
脅
型
に
よ
る
も
の
か
（
表
面
は
平
面
的
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雌
型
が
つ
く
り
出
さ
れ
る
。

王
取
獅
子
・

龍
首
・

鯛
な
ど
。

こ
れ
ら
の
原
型
は
B
I
一

の
雌
型
を
製
作
す
る
た
め
の
元
に
な
る
原
型
で
あ

る
。

鯛
の
原
型
を
例
に
と
る
と、

こ
れ
に
は
頭
部
か
ら
尻
尾
に
至
る
胴
の
中
央

に
糸
の
は
い
る
程
度
の
溝
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
溝
に
糸
を
入
れ
て
お
い
て、

全
面
に
粘
上
を
か
ぶ
せ
、

糸
を
引
き
あ
げ
れ
ば、

粘
士
は
両
面
に
切
り
離
さ
れ、

c

 「
原
型
（
元
型
）」
（
写
真
四
六

衛
門
（
幕
末、
「
お
手
伝
い
窯
焼」

の
一

人
。

『
肥
前
陶
磁
史
考』

四
0
五
頁

る
。

明
治
四
年
藩
窯
が
廃
さ
れ
る
と、

藩
窯
の
土
型
は、

四
百
両
で
畑
瀬
武
右

に
嵌
め
込
ん
だ
後
と
り
出
し、

そ
の
成
品
を
本
体
に
貼
り
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。

花
瓶、

香
炉、

火
鉢
の
耳
や
脚、

注
器
の
注
口
部
分、

注
器
の
把
手、

あ
る
い

は
装
飾
用
の
貼
付
文
様
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

な
お
、

B
I
三
の
型
は
用
途
上
、

細
工
屋）

『
肥
前
陶
磁
史
考』

細
工
屋）

で
用
い
ら
れ
て
い
た
土
型
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

（
同
書
四
0
五
頁
）

で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
て、

伝
米
経
路
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

調
査
当
時
（
昭
和
五
一

年
七
月
二

六
日
1
八
月
九
日）

の
古
賀
稔
康
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

樋
口
家
土
型
に
は
無
銘
の
土
型
が
八
六
五
個
あ
る
が

j
の
中
に
藩
窯
（
御

エ
人）

と
福
岡
六
助
の
名
を
記
し
て
い
る
。

比
較
的
小
さ
い
も
の
が
多
い
。

た
と
こ
ろ
に
よ
り

「
本
手
伝
い
窯
焼」

名
の
中
に
福
岡
嘉
兵
衛
（
始
め
藩
窯

に
は、

藩
窯
末
期
に
お
け
る
大
川
内
山
に
つ
い
て
調
査
し

助
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
と
す
れ
ば

「
八
」

銘
の
土
型
が
、

幕
末
の
藩
窯
（
御

J
れ
ら
の
B
|Ill
「
装
飾
品
・

貼
付
用
雌
型」

に
よ
る
成
形
は
、

粘
土
を
型

方
細
工
人
の
名
が
み
え、

そ
の
中
に
「
福
岡
嘉
兵
衛
」

が
い
て、

彼
が
福
岡
六

円
•

四
角
・

六
角
な
ど
。

（
写
真
四
三
1
四
五
）

劉
備
•

関
羽
・

張
飛
・

大
黒
•

お
多
福
・

獅
子
頭
・

龍
・

菊
花
・

梅
花
・

牡

丹
花
・

枇
杷
・

桃
・

花
弁
・

ゆ
ず
の
葉
・

松
葉
．

蔦
．

葉
・

茄
子
・

小
鳥
・

亀
・

巻
貝
・

ニ
枚
貝
・

波
涛
・

火
炎
・

雲
・

唐
草
・

環
塔
・

七
宝
・

山
水
・

の
後
継
者
樋
口
長――一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で、

藩
窯
（
御
細
工
屋）

で
用

の
南
方
に
あ
っ
て、

藩
祖
直
茂
を
祀
っ
た
佐
賀
の
日
峰
社
を
分
祀
し
た
も
の
。

安
政
七
年
〈
一

八
六
0〉

再
建）

の
台
石
に
彫
ら
れ
た
施
主
人
名
に
、

御
陶
器

い
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

も
っ
と
も、

日
峰
大
明
神
の
祠
（
藩
窯

B
ー
三
「
装
飾
品
・

貼
付
用
雌
型」

い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
八
」

銘
の
あ
る
も
の
は、

福
岡
六
助
個
人
お
よ
び、

ニ
頁
参
照

て
い
る
。

（
『
中
国
陶
盗
全
集
九

鉢
の
成
形
に
は、

こ
の
「
雄
型」

定
窯』
一

九
八
一

年、

芙
乃
美
社、
一

五

と
「
雌
型」

の
併
用
に
よ
っ
て
成
形
を
行
っ

樋
口
家
土
型
の
な
か
に
は

〇
樋
口
家
土
型
の
伝
来
経
路

‘,
 

そ

め
、

藩
窯
（
御
細
工
屋）

に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
士
型
が
一

部
混
入
し
て

「
大
殿
様

御
用

水
入
」

銘
の
も
の
を
は
じ
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註
A

に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

前
後
」

営
し
、

そ
こ
に
は
一

時、

光
武
彦
七

に
一

括
し
て
落
札
さ
れ
た
。

藩
窯
廃
絶
後、

畑
瀬
武
右
衛
門
は
自
分
の
窯
を
経

（
註
A
)

、

柴
田
善
平
（
註
B
)

ら
が
働

い
て
い
た
。

畑
瀬
武
右
衛
門
は
窯
の
経
営
が
困
難
に
な
っ

た
折
、

市
川
卯
兵
衛

（
註
C
)

、

福
岡
六
助
、

森
某
の
三
人
に
自
分
の
所
蔵
す
る
土
型
の
一

部
を
分

売
し
た
。

以
上
の
経
路
で
福
岡
六
助
の
も
と
に
藩
窯
の
上
型
の
一

部
が
伝
来
し
て、

杏
圃
の
教
習
所
に
入
り
て
西
洋
の
上
絵
付
法
を
習
得
し
、

そ

れ
が
樋
口

家
に
伝
わ
っ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、

畑
瀬
武
右
衛
門
の
曽

孫
で
あ
る
畑
瀬
一

範
氏
宅
（
伊
万
里

市
六
仙
寺
）

に
も
、

畑
瀬
武
右
衛
門
が
落

札
し
た
型
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、

古
賀
稔
康
「
鍋
島
藩
窯

（
『
鍋
島
藩
窯
と
そ
の

周
辺
』

伊
万
里
市
郷
土
研
究
会、
一

九
七
五
年
）

「
光
武
彦
七
は
、

絵
画
練
達
し
、

明
治
初
年、

藩
命
に
て
上

京
し
服
部

又
、

京
都
の
三
代
道

ひ
ね
＂

八
に

就
い
て
京
風
の
赤
絵
付
法
を
研
究
し
た
。

彼
は
又
、

捻
細
工
に
長
じ
、

梅

と
菊
の

環
枝
構
図
を
額
面
用
に
製
作
せ
し
は
、

其
考
案
に
成
り
し
も
の
に
て
、

殊
に
梅
花
の

菓
の
毛
の
如
き
、

繊
細
な
る
技
巧
に
長
ぜ
し
名
エ
で
あ
っ

た
。

斯

く
て
明
治
二

十
六

年
一

月
二

十
六
日
五
十
八
オ
に
卒
し
た
の
で
あ
る
。」

「
鍋
島

焼
の
名
が

禰
々

断
絶
せ
ん
こ
と
を
惜
め
る
光
武
彦
七
は
、

明
治
十
年
原
次
右
エ

（
藩
窯
エ
人
丈
左
エ

門
の
子
）

立
石
寛
兵
衛
（
藩
窯
エ
人
寛
六
の
子
）

と
糾

じ

人

す

い

合
し
て
復
興
に
尽
病
し
、

宗
藩
内
庫
所
の
補
助
を
仰
い
で
精
巧
社
を
設
立
し
た
。

主
C

"""
 

四
0
六
頁
ー
四
0
七
頁

そ
し
て
彦
七
が
其
社
長
た
り
し
が
、

後
年
打
絶
へ

ん
と
せ
る
頃
に
、

柴
田
善
平、

福
岡
六
助
相
協
力
し
て
継
続
せ
し
も
、

又
々

経
営
難
に

陥
っ

た
の
で
あ
る
。
」
（『

「
善
平
又
捻
細
工
の
名
エ
に
て
茶
器
を
善
く
し
、

就
中
床
置
物
に
て
は
、

仙
人
又
は
関
羽
像
な
ど
得
意
で
あ
っ

た
。

而
し
て
貯
へ

る
長
髯
を
撫
せ
る
善
平

そ
れ
自
身
が
、

真
に
仙
風
道
骨
の
人
で
あ
っ

た
。

彼
は
明
治
初
年
京
都
に
遊
び
、

清
水
焼
を
研
究
せ
し
よ
り
、

製
す
る
所
の
茶
器
頗
る
気
韻
に
富
み
、

手
捻
り
唐

足
を
付
け
た
の
が
あ
る
。
）
善
平
が
製
品
に
鴨
脚
の
刻
銘
あ
る
は
、

彼
の
庭
前
に

鴨
脚
樹
あ
る
に

因
め
る
号
で
あ
る
。

明
治
八

年
但
馬
の
出
石
に
於
い
て
、

桜
井

え

い

し
．
＾

勉
が
士
族
授
産
の
目
的
に
て
盈
進
社
を
起
業
す
る
や
、

彼
は
柴
田
虎
之
助
、

同

福
蔵
と
共
に
聘
せ
ら
れ
て
、

子
弟
に
陶
技
を
教
授
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
十
年

有
田
村
の
松
村
辰
昌
姫
路
に
於
い
て
永
世
社
と
称
す
る
士

族
授
産
の
製
陶
業
を

創
む
る
や
、

善
平
招
か
れ
て
該
社
に
入
り
、

傍
ら
募
集
せ
る
士
族
の
子
弟
五
十

余
人
に
陶
技
を
教
授
し
た
。

今
当
時
の
門
下
鷺
脚
な
る
む
の
、

同
市
小
姓
町
に

手
捻
り
の

茶
器
を
製
し
て

鷺
脚
焼
の

名
で
売
り
出
し
て
い
る
。

斯
く
て
善
平
は
、

明
治
三
十
五
年
六
月
二
日
六

十
八
オ
を
以
て
卒
し
て
い
る
。
」
（
『
肥
前
陶
磁
史
考
』

「
御
細
工
屋
の
画
工
に
て
市
川
卯
兵
衛
な
る
も
の
が
あ
り
、

曽
て
藩
命

に
て
、

当
時
の
画
伯
應
齋
の
門
に
入
り
、

頗
る
名
手
の
聞
へ

あ
り
し
が
、

安
政

焼
の
山
水
浮
彫
物
な
ど
、

当
時
の
雅
品
で
あ
っ

た
。

註
B

肥
前
陶
磁
史
考
』

四
0
六
頁
お
よ
び
四
0
七
頁
）

（
又
急
須
の
蓋
裏
に
四
つ

50 



皿
鉢
顆
や
花
瓶
、

変
形
の
皿
鉢
顆
、

耳
や
脚
の
つ
い
た
皿
鉢
類
や
香
炉
、

文
房

家
模
子
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

「
模
子
」

す
る
も
の
、

っ

た
名
称
が
な
く
て

「
印
模
」

と
か
「
陶
範
」

画
工
に
分
け
て
記
し
て
は
い

な
い
。

捻
り
細
工
と
は
ロ
ク
ロ

に
よ
ら
ず
に
成
形

れ
て
い
る
。

し
か
し

「
御
陶
器
方
細
工
人
」

を
輔
轄
細
工
人
と
捻
細
工
人
と

れ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
下
働
」

七
名
。

「
御
手
伝
窯
焼
」

十
六
名
。

「
手
男
」

一

名
の
姓
名
が
記
さ

I
―

二
三
四
）

の
定
窯
で
は

「
模
子
」

一

名
。

「
詰
役
」

二

名
。

「
庄
屋
」

一

名
。

の
台
石
に
彫
ら
れ
た
施
主
人
名
に
は
、

細
工
人
四
名、

画
工
九
名、

下
働
き
七
名、

計
三
一

名
が
い
た
と
い
う
。

肥
前
陶
磁
史
考』

三
九
二
頁
）

前
述
の
日
峰
大
明
神
の
祠
（
安
政
七
年
再
建
）

「
御
陶
器
方
役
」

二

名
。

「
御
陶
器
方
細
工
人
」

す
な
わ
ち
、

角
の
あ
る
皿
鉢
類
や
花
瓶
、

重
箱
、

「
郡
目
付
」

ニ

四
名
。

彫
文
様
の
あ
る

具
の
硯
屏、

文
鎮
、

水
滴
、

筆
軸
、

筆
架
、

置
物
の
人
物
像
や
動
物
像
、

透
し

彫
り
の
鳥
籠
、

装
飾
貼
付
用
の
彫
刻
品
な
ど
の
作
品
を
製
作
す
る
こ
と
で
、
9
9
ノ周

一

九
八
一

年、

美
乃
美
社
）

そ
れ
に
よ
る
と
、

型
押
し
の
型
に
は
こ
れ
ま
で
決

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
い
う
。

同
書
に
は
、

ち

「
大
定
二

十
四
年
印
花
錆
紋
盤
模
子
」

高
三
•

五
セ
ン

チ
、

ヘ

可

『
肥
前
陶
磁
史
考』

に
よ
る
と
、

藩
窯
の
職
人
は
輔
櫨
細
工
人
十
一

名
、

捻

゜ 樋
口
家
土
型
の
う
ち
、

置
物
「
関
羽
」

像
や
「
仙
人
」

像
、

ま
た
煎
茶
用
茶

三
年
十
月
物
故
し
、

其
子
重
助
家
職
を
嗣
ぎ
し
も
、

御
細
工
屋
廃
場
と
共
に
失

職
し
、

前
記
の
善
平
、

六
助
が
経
営
せ
る
精
巧
社
を
引
請
け
て
営
業
す
る
こ
と

と
な
り
、

後
年
卯
兵
衛
を
襲
名
せ
し
が
、

考
』

四
0
七
頁
1
四
0
八
頁
）

明
治
三
十
一

年
十
一

月
十
日
五
十
九

オ
に
卒
し
、

其
子
光
之
助
之
を
継
承
し
て
営
業
し
つ
つ
あ
る
。」
（
『
肥
前
陶
磁
史

器
の
な
か
に
は
柴
田
善
平
の

作
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ

と
が

考
え
ら
れ
る
。

「
捻
り
細
工
人
」

に
つ
い
て

大
半
は
型
を
用
い
て
製
作
し
た
。

そ
し
て
こ
れ
に
た
ず
さ
わ
っ

た
細
工
人
を
捻

細
工
人
と

称
し
た
の

で
あ

ろ

う
。

前
記
の
光
武
彦
七
（
明
治―
一
六
年
一

月一
―

六
日
没
、

八
オ
）

エ
人
」

五
八
オ
）

は
、

幕
末
の
藩
窯
に
お
い
て
、

捻
り
細
工
に
す
ぐ
れ
た
「
御
陶
器
方
細

で
あ
っ

た
。

0

土
型
の
歴
史

に
よ
る
土

製
の

煉
瓦
も
、

性
の
あ
る
も
の
、

口

径
一

五
．

o

と
い

う
名
称
が
使
わ
れ

と
か
呼
ば
れ
て
い
た
が
「
劉

（

渇
先
銘
『
中
国
陶
盗
全
集
九

定
窯』

と
よ
ば
れ
る
土
型
が
成
形
に
用
い

ら

や
柴
田
善
平
（
善
兵
衛
、

と
が
可
能
で
あ
る
。

陶
磁
器
の
成
形
用
に
つ
い
て
は
、

中
国
金
代
（
一
―

二
七

明
治
三
五
年
六
月
二
日
没
、

六

型
の
歴
史
は
古
い
。

そ
れ
は
人
間
が
も
の
を
つ

く
り
始
め
、

同
一

規
格
の
も

の
を
反
復
、

量
産
す
る
場
合
に
は
必
要
と
さ
れ
た
道
具
で
あ
っ

た
。

天
日
乾
燥

な
ん
ら
か
の
型
に
よ
っ

て
成
形
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

古
代
の
青
銅
器
も
鋳
型
を
必
要
と
し
た
。

成
品
の
素
材
と
な
る
原
料
が
、

可
塑

ま
た
液
体
状
の
も
の
で
あ
れ
ば
、

型
を
用
い
て
成
形
す
る
こ

刻
品
に
つ
い

て
は
、
一

点
一

点、

個
々
に
彫
り
出
す
も
の
が
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
が

Jr
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．
「
大
定―
―
十
四
年
印
花
花
丼
紋
碗
模
子
」
高

七
·

O
セ
ン

チ
、

セ
ン

チ
、

個
人
蔵
（
―
-

八
四
年
）

て

人

し

「
大
定
二

十
九
年
印
花
纏
枝
牡
丹
紋
盤
模
子
」

国
大
英
博
物
館
蔵
（
一

れ
て
い
る
。

田
中
新
三
郎
」

柿
右
衛
門
家
に
残
さ
れ
て
い
る
土
型
が
、

紀
年
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。

八
八

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ヴ
ィ
ッ

ド
財
団
蔵
（
―

二
0
三
年

五
セ
ン

チ
、

個
人
蔵
（
―

二
0
六
年

個
人
蔵

「
印
花
蓮
鴨
双
魚
紋
碗
模
子
」

高
五
·

O
セ
ン

チ
、

「
泰
和
六

年
即
花
折
枝

柘
楷
紋
碗
模
子
」

高
七
・

セ
ン

チ
、

個
人
蔵

い

ず
れ
も
形
は
正
円
の
盤
や
碗
の
成
形
用
で
、

表
面
に

一

八
九
年
）

一

八
四
年
）

口

径
六
・

八
セ
ン
チ
、

一

セ
ン
チ
、

口
径
一

八
・

口
径
一

七
・

七

口

径
二
九
·

O
セ
ン
チ
、

英

「
泰
和
三

年
印

花
纏

枝

菊
紋
碗

模
子
」

口
径
一

八
・

六
セ
ン
チ
、

英
国
デ

文
様
が
陰
刻
さ
れ
て
い
て
、

成
品
で
は
陽
刻
文
様
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

有
田
皿
山
で
は
、

酒
井
田
柿
右
衛
門
家
に
八
百
点
あ
ま
り
の
土
型
が
保
存
さ

そ
の
中
で
も
っ

と
も
古
い
紀
年
銘
を
も
つ
の
は
「
貞
享
辰
(
-

六

と
裏
面
に
彫
ら
れ
た
「
正
八
角
形
小
鉢
」

成
形
用
の

土
型
で
あ
る
。

ま
た
、

新
し
い

も
の
で
は
「
明
治
四
十
三
年
(
-

九
一

0
)」
の

皿
や
鉢
の
成
形
用
の
も
の
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、

柿
右
衛
門
窯
が
皿
や
鉢
な
ど
の
食
器
を
主
に
生
産
し
て
い

た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
（『
柿
右
衛
門
窯
跡
第
三
次
発
掘
調
査
概
報』

有
田

一

九
七
九
年、

「
明
治
二

年
九
月
東
京
の
陶
工
服
部
杏
圃
が
、

仏
国
博
覧
会
に
渡
航
し
て
伝

す
る
や
、

百
武
郡
令
は
泉
山
の
深
海
竹
治
、

白
川
の
大
塚
為
助
、

中
野
原
の
西

山
盛
太
郎
、

大
川
内
山
の
光
武
彦
七
等
を
選
抜
し
て
、

上
京
練
習
せ
し
め
し
が
、

此
時
維
新
の
改
革
に
遭
ひ
、

学
資
の
支
途
絶
え
た
る
を
以
っ

て
、

六
ヶ
月
の
短

時
日
に
て
一

同
帰
国
す
る
の
止
む
を
得
な
か
っ

た
。」
（『
肥
前
陶
磁
史
考』

一

頁
）

ま
た
「
明
治
七
年
澳
太
利
（
オ
ー
ス

ト
リ
ア
）

る
、

泥

漿
溶
造
法
、

五
五

よ
り
帰
朝
せ
し
、

納
富

介
次
郎
と
川
原
忠
次
郎
は
有
田
に
於
い
て
、

新
た
に
も
た
ら
せ
る
石
膏
型
に
依

及
び

匝
鉢
（

姻
護
櫨
）

製
作
法
並
に
其
の
重
積
法
（
従
来

は
一

個
づ
つ
蓋
を
な
し
、

或
は
冠
せ
積
を
な
せ
し
も
の
）

等
を
二
三
の
斯
業
者

に
伝
へ

て
、

大
い
に
製
作
上
の
改
良
を
促
し
つ
、

介
次
郎
は
上
京
し
た
の
で
あ

る
。

然
る
に
翌
八

年
忠
次
郎
も
亦
命
に
依
っ

て
上
京
す
る
に
至
っ

た
。」
（『
肥
前

陶
磁
史
考』
五
八
八
頁
ー
五
八
九
頁
）
さ
ら
に
「
明
治
八
年
四
月
二

十
八
日
東
上

を
命
ぜ
ら
れ
し
川
原
忠
次
郎
は
、

太
政
官
の
勧
業
寮
に
奉
職
す
る
こ
と
と
成
り
、

彼
は
納
富
介
次
郎
と
共
に
、

官
立
澳
国
式
陶
業
伝
習
所
（
内
山
下
町
な
る
海
外

工
芸
参
考
品
陳
列
所
内
の
一

部
に
設
け
ら
る
）

に
於
い
て
、

全
国
陶
業
者
の
子

弟
を
教
授
す
る
こ
と
と
成
り
、

而
し
て
此
招
集
に
応
じ
て
入

所
せ
し
は
、

佐
賀、

習
せ
し
、

同
国
式
彩
料
の
写
真
絵
付
法
、

油
絵
法
、

及
石
膏
型
使
用
法
を
教
授

0

石
膏
型
に
つ
い
て

町
教
育
委
員
会

一

八
頁
ー
一

九
頁
参
照
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明
治
四
十
二

年
熊
本
薬
専
校
に
入
学
し
た
が

れ
を
ひ
ろ
め
た
の
は
小
笠
原
長
春
で
あ
っ

た
と
い

う
。

゜

ニ
フ 愛

知
、

石
川
、

京
都、

鹿
児
島
等
の
諸
県
陶
家
で
あ
っ

た
。

此
際
有
田
よ
り
の

伝
習
生
と
し
て
は
、

大
樽
の
藤
井
寛
蔵
、

白
川
の

中
島
儀
三
郎
、

同
深
川
亀
蔵
、

本
幸
平
の
山
口
巳
之
吉
等
四
人
で
あ
っ

た
。

瀬
戸
の
川
本
富
太
郎、

郎
等
も
亦
此
の
中
に
あ
っ

た
。

之
よ
り
石
青
模
型
の
熔
造
法
、

又
は
水
金
使
用
法
等
が
、

全
国
に
普
及
す
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。」
（『
肥
前
陶

磁
史
考』

し
か
し
、

柿
右
衛
門
窯
に
は
、

家
の
土
型
に
は
、

及
に
は
、

山
に
石
膏
型
が
紹
介
さ
れ
た
。

五
八
九
頁
）

「
小
笠
原
長
春
は

及
匝
鉢
重
積
法
、

と
い

う
よ
う
に
、

明
治
初
め
に
、

有
田
皿
山
や
大
川
内

の
辻
重
之
助
の
如
き
は
、

明
治
四
三
年
銘
の
土
型
が
あ
り
、

明
治
三
一

年
銘
の
土
型
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

っ

て
製
作
し
得
る
こ
と
を
発
表
し
た
。」
（『
肥
前
陶
磁
史
考』

大
川
内
山
で
は
、

光
武
彦
七
が
最
初
に
石
膏
型
の
製
法
を
習
得
し
た
が
、

治
二

十
七
年
二

月
一

日
、

大
川
内
山
に
て
、

小
笠
原
谷
蔵
の
長
男
に
生
ま
る
。

一

年
修
了
で
帰
宅
し
、

明
治
四 明

加
藤
友
太

ま
た
樋
口

石
音
型
の
普

ま
だ
か
な
り
の
年
月
を
要
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
昭
和
四
年
頃、

「
此
頃
石
膏
型
泥

漿
熔
作
法
益
々
多
く
応
用
さ
る
る
に
至
っ

た
。

蓋
し
小
口
物

を
製
作
す
る
に
は
、

輔
櫨
細
工
や
押
込
型
物
よ
り
も
、

薄
壁
に
し
て
平
均
せ
る

厚
味
は
、

焼
損
じ
物
少
な
き
こ
と
を
認
識
せ
し
た
め
で
あ
る
。

而
し
て
赤
絵
町

三
寸
五
分
角
に
て
高
さ
尺
二
三
寸
ま
で
此
方
法
に
依

七
五
九
頁
）

と
いそ

十
三
年
有
田
工
業
学
校
別
科
に
修
学
し
た
。

大
正
二

年
二
月
名
古
屋
の
日
本
陶

器
原
型
部
に
入
り
、

原
型
技
術
を
修
得
し
、

優
れ
た
技
能
を
認
め
ら
れ
て
、

大

正
六

年
四
月
か
ら
東
洋
陶
器
の
原
型
製
作
の
技
術
指
導
に
あ
た
っ

た
。

大
正
九

年
一

月
帰
郷
し
て
、

自
家
窯
業
に
従
事
し
た
。

彼
は
工
芸
技
術
保
存
者
に
認
め

ら
れ
、

日
本
伝
統
工
芸
会
員
で
あ
り
、

み
ご

と
な
彫
刻
や
原
型
制
作
に
特
技
を
も
っ

た
人
で
、

多
年
研
究
し
た
技
術
を

生
か
し
、

大
川
内
山
で
、

日
行
年
七
十
九
オ
を
以
て
永
眠
さ
れ
た
。」
（
田
中
時
次
郎
「
大
川
内
の
陶
エ
と

樋
口

家
の
型
に
は
、

で
は
な
く
、

そ
の
後
継
者
樋
口
長
三
、

樋
口
長
ヒ
の

時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

樋
口

家
土
型
は
一

七
七
六
個
あ
る
。

を
製
作
す
る
も
の
、

〇

む

す
び

今
日
、

土
型
は
す
べ

て
石
膏
型
に
変
っ

て
い
る
。

っ

た
も
の
も
あ
る
が

J
れ
は
福
岡
六
助
（
明
治
二
六

年
没
）

の
時
代
の
も
の

一

頁
）

窯
焼
」
『
鍋
島
藩
窯
と
そ
の
周
辺
』

伊
万
里

市
郷
土
研
究
会

の
窯
焼
き
に
普
及
し
た
と
い
わ
れ
る
。

（

中
略
）

昭
和
四
十
八

年
十
月
二
十

手
づ

く
り
人
形
、

観
音
像
や
香
炉
な
ど
、

や
き
も
の
の
型
の
型
造
り
を
は
じ
め
、

そ
れ
が
山
中

一

九
七
五
年、

四

石
膏
型
が
一

四
五
三
個
あ
る
。

な
か
に
「
△
」

銘
を
彫

あ
る
い
は
人
物
像
成

形
用
の
よ
う
に
、

数
個
一

組
で
一

っ

の
成
品
を
製
作
す
る
も
の
も
あ
る
か
ら
、

実
質
的
な
数
は
よ
り
少
な
く
な
る
。

今
後
、

整
理
に
あ
た
っ

て
は
、

し
か
し
左
右
二

個
一

対
で
―

つ
の
成
品

そ
れ
ら
の

組
み
合
わ
せ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ー
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明
治
四
年
(
-

八
七
一
）
、

廃
藩
置
県
に
と
も
な
い
、

藩
窯
も
廃
止
さ
れ

の
捻
り
細
工
人
の
仕
事
内
容
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。

る
。
（『
肥
前
陶
磁
史
考』

七
五
九
頁

に
用
い
ら
れ
る
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

土
型
は
同
一

規
格
品
を、

紀
年
銘
を
も
つ
土
型
は、

ら
な
い
。

J
れ
に
よ
っ

て

あ
る
い
は
ロ
ク
ロ
で
は
成
形
で
き
な
い
変
形
も
の

を
鼠
産
す
る
た
め
の
枯
土
で
で
き
た
素
焼
の
成
形
道
具
で
あ
る
。

量
産
に
つ
い

て
は
ど
の
位
の
数
か
わ
か
ら
な
い
が
、

る
の
で
磨
滅
に
よ
っ

て
新
た
に
つ
く
り
か
え
る
こ
と
が
必
要
な
程
、

中
国
で
は
（
金
時
代、

定
窯
に
お
い
て
）
「
模
子
」

成
形
す
る
こ
と
を
「
型
打
ち」

な
か
に
は
「
改
」
、
と
い
う
銘
も
み
ら
れ

が
国
で
何
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

有
田
で
は、

と
呼
び
、

こ
の
型
を
「
押
型」

|―
-
、

B

I
三
の
よ
う
な
型
に
つ
い
て
「
押
込
型
物」

あ
る
。

む
し
ろ
、

土
型
自
体
が
も
っ

て
い
る
形
状、

ひ
ん
ぱ
ん

と
呼
ば
れ
た
土
型
は、

我

と
よ
ん
で
い
る
。

A

I
-
、

A

I
二
、

B
I
-
、

B
I
二
、

B

I
三
、

C
で
分
類
し
た
名
称
は
仮

称
で
あ
る
。

各
地
に
よ
っ

て
様
々
な
呼
称
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

B
|
-
、

B

と
い
う
記
述
も
み
ら
れ

そ
の
成
品
の
編
年
資
料
と
し
て
貴
重
な
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
土
型
と
成
品
が
合
致
す
る
例
は
極
め
て
稀
な
こ
と
で

そ
の
用
途、
そ
の
数
量
が
、

そ
の
時
代
を
物
語
っ

て
く
れ
る
。

樋
口
家
の
土
型
は
そ
の
意
味
で、

藩
窯
末
期

三
一

人
の
職
工
に
は
金
禄
公
債
（
明
治
九
年）

が
与
え
ら
れ
、

全
部
士
族
に
編

申
し
上
げ
る
。

本
稿
は
樋
口
家
土
型
の
現
段
階
に
お
け
る
、

細
な
整
理
が
行
わ
れ
た
の
ち
に
、

最
後
に
写
真
掲
載
に
ご
快
諾
下
さ
っ
た
、

伊
万
里
市
教
育
委
員
会
に
お
礼
を

も
し
れ
な
い
。

入
さ
れ
た
が
、

三
川
内
に
は
鍋
島
風
が
加
味
さ
れ
た
と
い
う
。

樋
口
家
土
型
に
み
ら
れ
る
作
品

と
似
た
も
の
が
明
治
初
期
の
三
川
内
の
作
品
に
も
あ
る
い
は
伝
来
し
て
い
る
か

る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

調
査
報
告
で
あ
り、

今
後、

詳

改
め
て
論
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
大
川
内
崩
れ
と
呼
ば
れ
る
。）
こ
れ
に
よ
っ

て

な
か
に
は
有
田
皿
山
の
ほ
か
、

二
川
内
そ
の
他
諸
国
に
転
住
す
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拿^

写真1 • 2 「大殿様 御用水入」銘， 「二十四弁菊花形水入（水滴か）」成形用土型
(H-9) 径9.6cm 高8.0cm 内径7.6cm

写真A ·B 「樋口家土型の 一部」

民窯樋口製陶有限会社実測図

ェッケ室

作 業 場

荒神柱

Jr
 

ィ巳
台所

一芦f
炊事塀

板ノ間
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写真3 • 4 「茄（嘉）永て年 戊十 —— 月冨文」銘， 「四角隅切鉢」成形用土型(H-7 )
1850年 径19.4cm 高4.0cm 総高（台まで）7.0cm

写真5 • 6 「永良 明治十四年巳旧七月吉日」銘， 「長八角形平皿」成形用土型(NoJ728)
1881年 径23.3cmX19.5cm 高3.0cm 総高（台まで）7.0cm

＼
 

｀

 

•
3
 

t 

写真7 • 8 二月改」銘， 土型(No.63) 1889年 高8.0cm

�.� 

写真9 • 10 「明治廿二 二月改」銘， 「鐘旭の帽子の一部」成形用土型(Nol309)
1889年 縦8.5cm 横9.0cm

脚部成形用か

し�
繁

/\ 

写真11 • 12 「明治廿三年」銘， 「花樹文（仏手柑文）筒茶碗」成形用土型(NoA46)
1890年 径1 1.7cm 高13. 5cm 
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写真13 • 14 「川佐製 三十一年」銘，「貼付装飾・山水図」成形用土型 (No」228)
1898 径 5.3cmX 3.5cm 

’

 

i

_
`
u

租
氏
之

`
`

 

,
.
]
タ・
1

`

令”
[
.

写真15 • 16 「三三初 川佐製 壺年目」銘，「岩上人物像」の背面成形用土型 (No.966)

1900年 高25.5cm 巾 18.5cm

戸
”…

写真17 • 18 「明治年ヵ製ヵ」銘，「雲形把手」成形用土型 (No.681) 高14.lcm 巾 7.5cm

；心 、—-—·――^ ^- , 1 

写真19 • 20 「明治年製」銘，「雲形把手」成形用土型 (No.1508) 高11.5cm 巾 5.5cm

写真21 • 22 「明治年製」銘，「雲形把手」成形用土型 (No.1553) 高14.5cm 巾 6.8cm
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写真23 • 24 「 八輪花形鉢」成形用土型(No.845) 径15.5cm 銘 「 A」

写真25 • 26 

左 「六弁葉形鉢」成形用土型(No26) 径11.5cm
中「八角鉢」成形用土型(No.769) 径13.5cm 銘 「A、六」
右「十二弁菊花形鉢」成形用土型(No.559) 径13.5cm

写真27 • 28 「葉形鉢」成形用土型(No.584) 径30.0cm 銘 「 A」

ヽ

写真29 • 30 「飽形鉢」成形用士型(No.20) 径 24.5cm
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写真31 • 32 「鐘旭人形」成形用土型(No.483) 高22.0cm 巾27.Ocm 銘「A、」． 墨書 「 ショギ」

写真33 • 34 「蝉」成型用土型(NoA98) 高31. 5cm 巾19.0cm 銘 「 △、」

写真35 • 36 「三十六弁菊花形鉢」成形用土型(H-3 ) 内径25.8cmX14.5cm

写真37 • 38 「多弁菊花形鉢」成形用土型（H-1 ) 内径20.8cmX15.5cm
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写真39 • 40 「山水に桃文舟形煎茶用茶器」成形用土型(NoJ7 11) 内径15.0cmX 8.5cm 銘「川佐」

写真42 「四書文煎茶用茶器」成形用土型
(No.82 5) 内径7.5cm 銘「△、」

＾；呈：こ心‘X 紐ヘー］
写真44 「火鉢の耳・獅子頭」成形用土型

(Nol6 57) 高14.8cm 巾11.2cm 墨書
「大一」 銘「一上一△ △、」

写真46 「鯛形」成形用土型の原型（元型）
(No50 3)長2 1.5cm 巾15.0cm 高10.5cm 

60 

写真41 「詩旬文煎茶用茶器」成形用土型
(No.35 5) 内径7.5cm 銘「A、」

写真43 「龍形把手」成形用土型(No.7 2)
長19.2cm 巾 9.0cm

写真45
左「貼付用七宝文」成形用土型(No.14 19) 径6.0cm
中「貼付用葉形」成形用土型(No.14 8 5) 径 5.3cm
右「貼付用貝形」成形用土型(No.14 9 5) 径6.7cm 




